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ドイツ・ウィーク報告
実行委員会委員長　新　 井　　 裕
中央大学インターナショナル・ウィーク第 3回（テーマ：ドイツ）として，2012年 6月
に「ドイツ・ウィーク」が開催された。
01　プレイベント
　6月に開催された「ドイツ・ウィーク」
に向けたプレイベントとして，言語学の大
家シュピルナー教授をドイツからお招き
し，3つの特別講義を実施した。それぞれ
の講演会がグローバル化をめざしている大
学，大学生にとって時宜を得た内容とな
り，中大生のみならず周辺の大学からも多
くの聴衆が集まった。
特別講義 1
「ヨーロッパ文化の本質とは，ヨーロッパ
人とは？」
特別講義 2
「欧州の多言語主義」
集中講義
「語学教育と効果的なコミュニケーション」
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02　学生ビラ
学生ポスター原案 1 学生ポスター原案 2 学生ポスター原案 3
学生ポスター原案 4
学生ポスター最終版
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03　ポスター
多摩ポスター原案 修正ポスター
顔入りポスター 理工学部ポスター
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学内ポスター
右上：Goethe Institute所長ライムント・
ヴェルデマン氏を迎えて
右中：ドイツ公使ベアーテ・メーダー＝
メトカルフ氏を迎えて
右下：駐日ドイツ大使フォルカー・シュ
タンツェル氏を迎えて
04　集合写真
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05　1号館
展示会「戦前の中央大学におけるドイツ学の源流」
6月 11日から 10月 14日まで　1号館 3階エントランス
　本展示は，1885（明治 18）年に英吉利法律学校として創設された本学において，ドイ
ツ学がどのように受容されていったか，その歴史を跡付けようと試みたものである。戦
前の中央大学では，外国法としてイギリス法とともにドイツ法の教授が盛んとなってい
くが，それにともない予科ドイツ語教育の充実が図られていった。展示パネルではドイ
ツ語教育に情熱を傾けた予科教員，当時の学生が教員と一体となってつくった独逸語学
会を紹介した。この展示会はフォルカー・シュタンツェル駐日ドイツ大使をはじめ多く
のドイツ人にもご覧いただいた。ちなみにこの展示会は秋に実施された日本独文学会の
秋季発表会においても展示され，好評を博した。
右上：1号館 3階エントランスの
全体写真
右下：中央大学を訪れた最初の駐
日ドイツ大使この企画を立ち上げ，駐日ドイツ大使の通訳を
務めた岡倉一郎
（写真提供：中央大学大学史編纂課）
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06　2号館
Goethe Institute所長講演会
原発映画上映会
原発映画導入講演
原発映画ポスター
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原発映画ポスター（文字版）
07　3号館
展示会「日本とドイツの学生生活，留学案内」
6月 11日から 6月 23日まで　3号館 3階ラ
ウンジ
　中央大学がドイツに持つ 5つの提携大学
（ヴュルツブルク，テュービンゲン，ベルリ
ン自由，フンボルト，オスナブリュック）で
長期または短期の留学を経験した学生たちに
よる彩賑やかな手作りポスターが，モノレー
ルの駅から上がってきた所にあるガラス張
りのラウンジ（通称「金魚鉢」）に掲示され
た。Goethe Institute所長，ドイツ学術交流
会（DAAD），ドイツ学術振興会（DFG）関
係者の講演と合わせて，ドイツ留学への関心
をかき立てられた学生も多いはずである。
3号館学生展示会08　6号館
「ドイツの法制度から日本の法制度を考える」
F・リースナー「東ドイツにおける市民と法」（日本語）
講演＋議論：6月 19日（火）11:00―12:30（6604号室）
　24歳のときにベルリンの壁の崩壊を体験した旧東ドイツ市民の立場から，1949年の建
国時の憲法に定められた社会主義的権利，市民的権利を紹介。次いで 1950年代，60年
代，70年代，80年代の国内の動きと連動した，市民が享受した法的権利の現実や，また
逆に様々な抑圧などについて講演。最後に質疑応答があった。狭い語学教室が満杯で，あ
ふれかえった人が廊下で聞くほどの盛況だった（次頁写真〈リースナー氏の講演会 1，2〉）。
『日独裁判官物語』と原発裁判
映画＋議論：6月 21日（木）15:00―16:30（6204号室）
　福島原発事故以来，原発の設置を認め続けてきた司法の役割について批判が向けられ
るようになっている。日本と対照的にドイツでは，判決により稼動が差し止められた原
発が現実にある。日独の原発裁判の違いを探るために，裁判官の市民的自由と市民に開
かれた司法のあり方をテーマにした映画を見て，解説を加え討論した。3.11をドイツで
体験した学生の現地報告も交え，原発事故を繰り返さないために司法はどうあるべきか
考える催しとなった。講演者は法学部平山令二教授（次頁写真〈日独裁判官物語 1，2〉）。
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リースナー氏の講演会 1 リースナー氏の講演会 2
日独裁判官物語 1 日独裁判官物語 2
09　図書館
　期間中全プログラムを展示し，ドイツ・ウィークの「インフォメーションセンター」
になったのが図書館 1階の学生展示場である。ここではドイツ大使館，ドイツ観光局，
ドイツ学術交流協会など様々な機関から提供された貴重な資料が展示され，無料で配布
された。
左：外側からみた展示会場の
様子
中：展示，案内，配布などを
担当した学生スタッフ
右：期間中は多くの学生，市
民が押し寄せ活況を呈し
た会場
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入り口の日替わりポスター。
当日の催し物のみ掲示
会場に展示された
ドイツの最新ポスター
会場に展示された
ドイツの最新の都市案内
総合案内板。ここに期間中の
全プログラムが掲示された
期間中，中央図書館 2階で
「ドイツ関係貴重書展示会」
が実施された
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講演会：6月 23日（土）13:00―13:50
　本講演では，イギリス法を教授する法律学校とし
て 1885（明治 18）年に誕生した本学において，第
2の柱としての「ドイツ法」がいかに受容され何が
生み出されたのか，戦前の中央大学の歴史からその
軌跡をたどり，ドイツ法の教授と相俟って予科を舞
台にドイツ語教育が熱心に実践されていったこと，
またそれと密接に関わって独逸語学会が誕生した経
緯などを詳細に紹介した。中央大学におけるドイツ
学の長い歴史が如実に蘇ってくる講演会であった。
講演会：6月 23日（土）14:00―14:45（ドイツ語）
　DAADのフィンケン所長は「ドイツ留学への誘
い」と題してドイツ語で（商学部吉村准教授逐語通
訳），約 30分程講演した。学術都市としてのドイ
ツの魅力に触れながら，同時にそうした都市での
留学をバックアップする体制について言及された。
DAADは日本人学生がドイツで勉強を続ける場合
に手厚い奨学金とシステムを用意しているというア
ピールに多くの学生が興味を抱き，質問を重ねてい
た。
講演会：6月 23日（土）15:00―15:45（日本語）
　DFGのヴィーツォレック所長は「国際交流の重
要性」と題して日本語で約 30分程講演した。自身
の福井での留学経験がその後の自分の人生を決定づ
けたこと，異文化のなかに飛び込むことで，自分自
身が明確に見えてくることなどをお話くださった。
若狭湾における原発を巡る質疑や応答もあったが，
何よりも氏の積極的な姿勢に学生も影響されたよう
だ。このような講演会を今後とも頻繁に開催するこ
とが学生にとって大きな刺激となるのではないかと
痛感した。
10　Cスクエア
中川壽之「戦前の中央大学におけるドイツ学」
Dr.フィンケン DAAD所長「ドイツ留学への誘い」
Dr.ヴィーツォレック DFG所長「国際交流の重要性」
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　最終日の全体プログラム「ドイツ・リートの会」
に関する報告は，別稿「ドイツ・ウィーク最終日　
ドイツリート・コンサート―ことばとイメージと
音楽と―について」（文学部野口薫教授）に。
11　理工学部関係
　中央大学インターナショナル・ウィーク第 3回（テーマ：ドイツ）の後楽園キャンパス
企画として，キャリア講演会が 6月 13日（水）16:20―18:00に 5136号室で開催された。
前半は「ドイツ企業のダイバーシティー」と題し，ドイツの代表的企業 BOSCH関係者
による講演会を実施。講演では，BOSCHでのダイバーシティーの取り組みの紹介を行っ
た後，BOSCH社員 4名によるパネル形式での事例紹介が行われた。本学 OG社員から
は，入社前の印象と入社後との比較，ドイツ人社員からは日本法人で働くきっかけやド
イツ国内と日本との労働環境の対比などのコメントがあり，参加した学生が熱心にメモ
を取る姿が見受けられた。
　後半はDAAD東京事務所の方から，ドイツ留学に関する紹介があり，ドイツの大学紹
介，奨学金から日常生活に係る経費に至るまで詳細の解説が行われた。
講演終了後は，参加した 40名弱の学生と BOSCHならびに DAAD出席者との盛んな質
疑が交わされ，予定時間を超えて会が終了。
「ドイツ企業のダイバーシティー」
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12　生協関係
販売品 3 販売品 4販売品 2
生協ドイツフェア・ポスター 販売品 1
ウィーン風カツレツ ハンガリー風グラシュ
ジャーマンポテト ソーセージ
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13　外部機関等情報
左：中央大学父母連絡会発行の
「草のみどり」第 258号
　　（2012年 8月発行）
右：中央大学新聞　第 1233号
　　（2012年 7月 29日発行）
他のメディアに掲載された「ドイツ・ウィーク」情報
ドイツ文化センターのツィッター
左：ドイツ大使館発行の「ヤングジャーマニージャパン」
　　http://www.young-germany.jp/article_660
中：ドイツ大使館に住む「くまさん」のブログ
　　http://www.young-germany.jp/article_660?__from=mixipage
右：ポルシェクラブ発行の記事
　　http://www.pocet.info/pocet通信-ブログ/12-06-17-ドイツウィークに通訳大津さん出演 /
